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‘ ;よしカミリき

この報告集は 1985年 12月 12日 (木》{̃}14日 (土)京都大学数理解析研究斯で

行われた「群論」研究集会の講演記録です。有限単縄群の分類は完成したとはいえ群論は

数論あるいは粗合せ論なと数学の諸分野とも密接な関係を保ちながら急速に発展している

様子がこの報告集によって理解てきると思われます。出席者は 99名を数え盛会でした。

旅費は京都大学数理解析研究所および文部省科学研究費総合研究 A(代表者 白谷克己九

州大学理学部教授〉から援助していただきました。講演者をはじめ御協力下さった人々に

お礼申し上げます。

この集会は永尾汎大阪大学理学部教授の還暦記念研究集会でもありました。長年にわた

って我々群論を学ぶ者を指導してこられた永尾先生に感謝致します。

1986年 1月 21日 八 牧 宏 美
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